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巻頭言

 二、ふ蔓.'..ギ'肇殖部長・豊田茂樹

 スポツの一郎ピ皿んで牢叩専一と、.一し、何・美へ㌢戸、ス
 1がニヤll;㍗㍗匁>美人一席1御.箏炉い
 ぺ叙かス'卜七一云えタ先づ8.㌣、1-Iいう観念が兎・l1払
 載后ξ)超民体粒i貢ゴ上・の神.長I革カ)一ら考えると、一めえて8等身を標

 準^て一も選れ苦労も'ないぞめろ'1ご辛が1ψが.舳=㍍.
 つ圭Iりカロレ卵生戸め一向上とラポツ擬翼蜥邸亭;叶.1二
 一聾、う一・..

 きて'、と一のメポニ・ツキ美人.コシテ.ストのにぎ請い。に比べ下…貴
 舞納の1ら舳㍗び㍗.も㍗雫糺岸一争身策榊。章1幸.
 (度11・1オ消・・一!)・っては大桃鍵亭のでなりれ1ま漁師といて1聾紋
 珂、チ木、!熱省ときれたことはも.う・蕃譜となっている.、

 鮎榊↑.;1三化は～な一いず諸.卵減㍗意醸÷㍗でめ・?

 f葺?1蟻率、と」して.・資源愛鈍実践と二これが患呼の11州はカ小孔
 顯漆㍗急務であ、ることを磁禅している。奪誓、一言黒.{一ソ叶す・の
 ポかのカ手の墾一ト式率殖千種㌣打)輸出騨那ラ触の一。人
 とえ..・て;葵彰圭を受けた富1一茎糞毒折昌I.民。)1責訟ミに封ずる秦奏=二;一である。

 ↓い1二度等ポ{圭1陵を李え先着冠/ラオで米謁1こ渡ったがI1う表地の農薬

 を.昇、I二は、～慧在米=醒カ)で.婦霞さ1η.一二縦ミ、瓦、となられたのであるが、

 そ(場違由は当鰭光一国で最も生産L標低いのが氷壁で、その甲で.疑

 者)米蟻人の嗜好すえカキに自をつけたため。だそうである。

 婦謹羨は潤人の実験所を設けて餅究を続けあ0)ような業艦をあ
 げられたのであるが、或は水産のことでは口を1増げば資源のこ

 とにふ・れ.ないことはないといった薇.産した費瀕論者である。

 .民にはどんなエピソードがある。今ヵ)ら40年程;諭ζ或いは
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 .もっと先か・もI知れない)1の語ら・しllが・.、㍗て当帥I農山省
 の国土開発計画の一環と.し一て轄太!!ら大;讐環菩㍗σて犬が知
 りな資源調壷が行なわれた際;も庚はその!貝に加えられ淀ζと

 がわてもその時の調壷報告雫中で、大陸の淋溝働の.河川を
 全部目本海に流入させて、日本海をして一大水産資源の宝庫に

 する計画幸.出して・関係者を・然とき迫一たそうであ糺
 ・当鮒らず一ザ.亭∈の計画は今rといえども亭“舳.ゆξは'・、
 孝μられ.鮎1が.し.かし二I.をの套.源塔・奏κ対する抱負.に侭深い

 感鮒卵朴駈は芦餉移殖と』'うμ;こ㍗'明年を続.
 げて油噌一れるか・馴こ資療の境・域更11蹄と^ラ。こ咋主撃を狛.い一
 ・て狛。,れるよ一うである670,才の老体は乗だ青年の意気を感じ二
 きせ石。氏の定義するチマ:ンスゼは里赫髪が一あウて後ツルリ

 のことだそうだが忽らくは一一生一この前髪(資源}、・を婆求される

 ζ。とでああう。

 さて1鐘近では・沿帥ら沖合、そし㌃挿岬ら一誼苧、の卵
 之ま余・舶州法ぞ・なった・。そレ・ててれに代?て.紬愛誼が鯛
 血の今言葉となろて・きてい㍉こ㍗単な那二㍗・寸らの空覚
 え一でな.いことを念.じ在ギ.

 増ギして獲るということ牟合目の沿岸繍を鯛さ等1李唯
 '蹄段・と峠下い苧.。と㌻卵↑.ことの如何にむづカrレい鵡
 をつ{づ{.感じさぜちれ一'る。方法'論の窒転と実りれて.も宍張.9.

 増やすことえの回転は止めることは.で。さ・ない∴それにしても瑠
 先漁場一には什未利用、.と"海面酷使4があるのはとうしたこと
だろうかぺ・.
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 米之津沖合の魚礁効果確認及ぴ

 繭細34ギ∠.5.  ・鹿県本試

 ハニ資綿一察な抽現帥郷二間.。...

 叩平1料雫.,平1-I線維ボ又・木卵.・
 "'弟子克.、...鋲

 一県派遣拙・永市.輿幸

 ・岬郎水呼率手一∴
 、、.少、牙耕一平.・。・、.
 〈㍗外.呼鰍・とめ1
 一昨髄康'一予㌣調子㍗木郎
 花学分榊予.一.'㍗二二.㍗子ボ像
 年物壷にブラ.7.一.九云ト目.・.・、1.
 シクトク査定

 ㍉簑幾ζ練㍗し岬など戸竿午1
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魚礁調査

 魚礁設琴事業1ξ伴1効果確認の年め出水声米之津地騰こ沈設さ
 れたコシクリートブロック魚礁について魚群探知機及ぴ潜水観

 察により形状、附着生物について調査した。

 一○郡登場所棲島周辺及ぴ省一鱒、=翠埠先
 ○弔査担当斉一,鹿李諭、、又木撃・弘・一.弟舛∵I
 ○魚礁利用坤区の激業綴塚.ニ

 コンクリrト承礁は米之鯵讐区警爵呼下着寿淵地ラ1に投下さ・・一
 ㌶幾練:㍗鱗㌣住するブ∴一.瀕㌣

!

 コンクリート魚礁ギ軍平・㍗季と艦繍辺に投下帥た数量
 がはるかに多いので主とレー三嘆1亭1伽㍗概況を述ヅこと
 に青る∵一血パ、1.伽

 娃畠の漁家個数は一・沖・・フ・人でめ～漁唯形態とし.ては.
 タイ延縄・ハモ綱・'小手操網漁予であ孔ハモ.紬秤びタイ.
 縄漁業の操業地壊は阿久穣、こしさ島.擬辺で瓜礁槻周韓辛薬とし一
 では小手操網漁糞が根辞となっている。

 ・本漁業の規一模は動力船/4亀～ユ5竃綴で一読当・ら5人合計
 6統漁難物は小ダイ(ノ0匁平均うがテ0鴻を占めている。

 操業期簡は月平均J0賞小潮緒をもってする。年欄;1ζおける鑑

 漁期は/.0月及び/ノ月で単簡総漁獲量の40%～5g%の水
 揚げを・なしている総漁獲豊は律藺。士亙000増である。

 蟻魚礁附近の地形

 樫島を中心一とした半径約半マイルの北東海)ら鱈巣1こ至る範・

 鋼は底質はドロ状で北西征ら南西に至る範繊は貫穀まじり

 の砂である。(海底図参照う

 類抽出調査ブむック牢観察及ぴ附着生物・一
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沈設個所

沈設年.肩白

 魚探記・録

潜水観察

底質

 朴㍗㍗魚種

 S丑の魚礁

.桂.島

32.年一

別表

 沈I下当鱈の形状と・全

 ギ変らない。運.没す

 る危険なし。.本俸に

 佃いて3欄ず.つ並列一
 の形を.とつセ∵個所

 にまとまつ一でいる

 魚、礁自体は附'香物で

 佃、講れて具、る。.

 魚礁禍数。'個

 員;鍵二交りの・砂である

 一チタ^イ.(一チ亀1庫長3

 i)醐.〕

 Iチヌ(3尾/5塊励)

 プ㍍ダ.で∵・一
 カワハギ(・¢薦)・

 箪穣不一郎'早・・二三...“釆

 圖苧な?'て魚卵近
 を;回鋳登一な:す一d

 s?③魚礁

33年!!月

 男ザ表

 沈下当時の.形状と

 季1変ら苧～埋・
 没肴一・ゑ危険なし。

 ノ.5{雲よくまとま

 つ・て.施ドしている,

 一プ』ツクカ事・」二乗鼠だI;

 りつか.遺一つ一で二段

 と・なっている。附'

 ・'讃癌は量・由・番こ比較一

 い町11δ一よい1
 すっ一と少い約!万
 程度I一

 員穀交り⑭捗であ石

 チヌ・(/0尾)



附着生物

 I=11.ン～ フジツボ

 エダカリナ(ぞ乞.角海

 'カラスー一ボヤ'

 鴻藻の一種

エダカリナ

 蓄蘇奥類の一類
イポニシ

 ザンシ個ウーウ3

 シ.口'ボ、ヤ

 一クモ団.トゲの一魯
 コガン七キ

 右一キ

イパラカンザシ
カネガンザシ

 機事業効果の考察及む今后の間題点

 緯島周辺に.狗.いて地潜縄稼業・に従事す.る瀧業者は点在ず一ろ魚

 礁位置を山恵方法によって適絡犯把握し、し炉も魚礁投下皐月

 咋車馴干1己憶し.下・ド.る。.この手・とは碑磯を弾1昇効果帥ζ
 細㌻て.メ・る事案を端舳物鱈る1らのである。1魚礁棚著十螢
 名と利用状況について調査;翻議した繕築

 (/)コン・クリニト魚礁にできθ樽程慶撤捜ずることは普通で

 11農夫激襲J00鞭の記筆もある.'一

 (み)一コンクリ円トプロツ似搬した緒畢雫㍗桂一島周辺に
 席留する期間が永{一なった。鯉.ち・漁翠林1臥ぴ・叱。

 (・).嫡駅よ?てチデー!デ'鰯の小さいも舳舳墾度げ
 乱鑓念れるこ一どIがあ名がその妨害施設1ζきなっている。箏
 踊I鼻を強繭'じ今後の増設を有望している・垣し魚探や溝
 .水揮察及ぴ聴取調藍1こも.どす'く綜合的判断よりすれ娃離薬
 衛蝉形率・からして.コンクリートブロックを重点的に築
 ・・締し{.1画がも造成することが棚ぞ'讃し.い出鰍確を'段1こして

 噛底に並べた形状で{ぺ魚群を二時的に滞留するみ刀はある

 と恵一わ計1。るが意(礁孝冒宣の柔邑含せあタな{焦二礁の…1星…鞄ヵ)ら起り

 得ら種々の微生物の発塩にっい下の環壊的みカに乏しいと
 思考される。繕水し1て観察レた印象をもってするならば、



 .二捜にいら似魚群はドライ午帥であ糺軍盧払.約1こ
 造成する技膚は零細漁村や交通不寧の漁約一に抱いて.は著るしく
 暴難で卵'がこの辺の指導と郡査カ…痛感されるのである。.

 .卵1;.下1淵地平㍑1べて・急騰瞥個所に紬公的な標識ブイ
 を浮上さ乱させているが一部漁民・のみによる利用を涛除して漁

 場磁一会均等剰用の観点からら豊明'な方法である。

 調査当偉.も二.小釣船`隻が出漁しょい成産をあげていた.
 ・・租懲紛く黒庭t))

 魚礁'周辺(桂島)の水質

 S1室 水深 一擦永層一 氷温  」瑳卸'ンガン鑑カリ消費量

 i・1一.1一一≡'一ドー1

 。・1ソ、1・0!舳1岬1・二舳1
 11〃1三千・明子〃j一・〃1

 二1二㌃、底1・竺公∴1-1㍗.1

 底以98..!舳?、1倶肘.・ll

・7■88・

 ..ダ三.二...
“0'9・・
9.7ラ7

4,600

 偵宇ヲ

2.〃.0

2.94ク

 ,3・叩5
 3。ア04.



採水点図

 わらび島

 出水市一、米之津川及びその海・口の1水質、底質調査

 鎮、、在米之津舳沿纏には照水,アル・量.hル工場を始.め'として、澱

 粉工場、磯竣工場等、廃水.を排出す.る二千三の'工場があるが

 今蟹薪たに1=∴.ルプエ繍1珂設何一ることに帥・・j菟.に米之潅
 川河口の々きくさの?1=.伊。予.等.は既設の・工場鰍㍗
 ると.恩舳る被害が那竺更にパ平プ土癌坤航伴い.そ
 つ二番、増'すものと考え喝.れること1いう出水市役所の見解と依

 頼に依りj1第一デ回の事前轟査を打つだ。

米之爵川裁  34。/0.ノ/

 海。一一κ噛一I3仏!α/2

 採水点の決・足

 現在無水・アルコール土場の擁永rぽ純濠靭キ師・米之11;
 津川の支流に開いて置り(別添図参薙)米之津繕を)上流、

 米之津川の本流には騒水の影一饗は見られな1、・。



 ()米之羅川の定点'

 以上のこ'と炉ら・採水叩上率ノ・・ポ仁王甑蒲)鋳水口
 舳琉一㍑0峨一米之筆川本流・蒲の‡流30θ筋、米・之簿I
 橋の帥の出点を決め、'を渚帥s五11は.μとエノた。

 ○釆、ま二津川河口沸台・の定点一

 今回は弟一回の摘策で舳・I予備的な意味か弓捌pを手心と
 して.沖合500脇附近証救一射状に各一点づ・つ、ビー.崇、二河口颪.

 師に一点、計5点を1麦け、.米之津藩棉・合のもの力)らそれぞてし

 S・T.、。Z2.3.仏.5とし走。こ0)点ミはす'ハミて鵯=意1ごとり、河口

 を1酸.ルて㌦一両。燭一にト.ラン.シットを設置して、採水、採泥蒔に

 局蒔に蜘位レて位置を.出し・た。

 蓮採水、採泥の方溝～…

 .一菱趨、ヨ・一底屈の・禁永一と鋤温迂1柵….1に行・つ1亡1。..

 '麦申亨苧1時ぺ一''約ノ野・・…Iで水コI・
 その巌底・贈4・衰水己ノ兜。一、採水し,たもの・;.二匿ちにビ_
 卑・び一ん・一に.砥燈、溶存蟻薬は座11書.な諜俸・痘施し、掃.庁、

 “分析に供した。

 ○採泥1/、包鄭こ.記載・二一...1....一r・
 §分析項目
 ○水質:水質汚壊鋼査に利いて一般に対称とさIれる二演目に一)

 いて打つだ縦密に.・1は雌夫111亨率三、1iバ永鰍害
 作用をなす微量賦分を濠索t、一それの一計答濃暁や限界一

 を決定すべさである境)一{二授れフニいが箏亭二;疏嶺として

 それらは非常に繁維で4書.、喜一.1るに1竜液中の有害

 工戎6}カ,{電用カ}Iらま毎r二i一㌔流.とilした螺1・合をビー}虞1～度(捗1.……'

 すれば河水)の綱ミ卒或いl!.第1ぺ河水)の海
 中への漉入方向,影響範鋼等について知る箏が出来

 一ラー



 れば自.ら壱の対策と㍉1いのが綱リ蒋るものと

 水温、塩薫量1、溶存酸素.・塩マンガン酸放璽消費量
 ○底質:水質と全様、河水・が海中.に流出した場合、河水の浮

 即の沈澱状態を知る意味に佃11て次の.事苧.を分析
 した。

 過マンガン駿加遷増資鼓・1・騰化物・ぺ灼熱滅螢・外観

 §繕.果.

 、・ぞr㌣干㍗I..、、.
 §考察一'

 ◎.水質1.

米之津川永.壊:.

 ∠塩素量:米之津川本流では塚素憩の験出は帯事られ竜

 ..かつ呼・他σ)3卓に㍗て{ま事かながら叩か見ら
 れ机Sリ肌ユα0仰は海州坤から一α1鰍等
 あ影響1ある納・丘SH㍗・㍑二外.㍑0
 ・卸ま海水g卵.キ云う那苧.千きれる・

 ユ溶存酸素:㌻般に河.州g牽青酸葉は萬い;鵜下の芦エ
 仏がム・ノ㌔・、ガー印SηSHでも亨=竜汽灯
 台㍗る苧・・ユ(捺水r・ト流)のみカえ㍑〃i1.1、・
 と、他の3点字比韓レ下櫨め下低い値を赤ダのは特に
 留膚すべ・き点である・.採水・学賞の麗水は・僅か?うであ

 ..∴・るが操申さザい牟ぺ卵S㍗附茸に達す苧迄には
 .大分、。拡散されてい一るgで当.日の舛態では苧存酸素を
 .低下さ世一る群の亭のではヅった様に恩榊恥
 尤もST尋の嘩近で柱帥ど止水雫状劉む李皿・底質
 もドブ状を羊レてい季卵・永い蝉帥即こ.麗水が涜
 一ドし、例え、癌分がつ1つ、'0擬釈されて二もこの附近で澱

一/0山



 む・ポ;りギれば・溶存酸素量1低I㍑ト壊・カれの点1乙も
 め.るのではないだろうかI。・解しその下筋の米'之単糖一下'

 で・..㍑篶ユr、・と鏡.も高い値を1示しているのを見れぱ
 こ.の場.合、、差種間鍾占すべ,.さ事tではない様でめる。

 3.遇一マ'ンガIン酸'加蔓消費量:一

 ・㌣1腕Sで4は{・^ち'・・1紅記すぺ1
 点はな～が・㍑がム沙iユ。と・工∠・㍗の約
 ・借の値を示すのは溶存酸素(D項で途一べた事≒併せ考
 えるξ嘗けるとレても・㍗が妄・一矢、充一幸剛ギー
 毅も高い値を示す秦についそ・ば上流で砂利採釦を打っ
 ていたのでその影響1では一念・壱、・尭わうか。

 SτユとSエ3。が合流してS「4に達する訳である舷

 この・IHで㍑等イエ。と擁している新を見ると
 干れも又琴して・藺鐘÷㍗さ点はなさ.そ1で狐
 仏硫酸ン才ン:硫酸イオンは主として革質に原歯するが

 脈・魍料三二鉱十紙1呼糞率・工神水の混入に1
 依るとさ叩ているゴめ揚含S・れでる卿と最1高を
 示すのぽ海水あ影獣もあるだろ=うが、上流カ)ら漸次、

 多.〈なってll'干所を見ると上流の潜卒I(工.場鰍とは
 曇畏らない)が混入してき.た・ものだろう。

 何一口沖合水域ミ

 ン鑑繋蚤:各S.Tを壷じそノク,劣'台はSτ玖とSTi
 σ)表I面でその践潜と他の点はノ8!託台である。

 従らで潤率一は河口止醐ST帥らSれあ方向に移
 動する事がわか'る。痘島附近の塩.素量と比較すれば、
 一sT!§史21の表層も幾.分低カ)んセあるが或いはこの
 一点1こまそ河水力;影響するのカ:1も鮒1ない。SH佃
 自正商)を掻いた各点は総体に塩素蚤は短い様である。

一!/一一



.2.熔存酸素量:

 他の海域''と全構、表層が一高く底、潜が低く値も特異な点

 は認.珍、.られ'な～

 ユ過マンガン鷹腕塁消費量:

 奏人和牛の海水を伽こ.とれば表飾・一・㎡㌦毛でそ
 ・の大明、が1㌔1市ψ・一織殆ルど・・㌔1
 .以下であ'一事がこの湧口水域は捧島水域幸含めて全般に

 ・値棉、か1.!一㍗底薦争・一㌔1を始め表
 層二ま・・一1)産慮Iが高い。又、叶般…11河攻の娼マ.ンガン醸和

 裏消繋量は高{声へ流人して値は螢、なるに坪。しこの

 水韓では和.6I"ふで晃・1!筆{ユ毛が細流入居・蓑
 鱈がガー・=ニイ=し尤と着千一低I・なるのほともか1として
 且蛋繕、は遡一1=;高、'ぶっている・.・

 参.遮二のと約ゲl11島1稽近1;宰側と高い遇.マンガン簸加
 筆三1挙費量を示す衛で米之齢川.炉ら流人事る濁水(軍い・
 は麓.水1いご・依るも繰で・;まなバこの水域一.勅,有機物が

 害し、とラミえそう一である。

 ・,・葦圭・三一=
 仏徽酸斗才ン:
 海水の帥ん・高かんに坤外て増減し・米之津川か
 らの滅入量ξ三宝殆んど無穣じIて良一いたろ.う。

 ○.底、質一

米之津川水域1.

 二通マンガン酸加重÷肖費量、硫化物、'灼熱減量ぽ禍関々…係

 '毛1ある・が'㍗・エ三が1畔セ.舳こ・比べ1。胃・・1は一1
 琴鰍葛・で過マンガン駿加箆消1準率も極めて萬く・髄化
 物、灼熱減量'も章れに比例する。水資1と危1穣特異な点だ
 ろう。岨

 洞I口沖合水域:

 遇.マンガ三ン・酸加盟漣費藍は河口正面のSエヱが最も少、

一/2一



 SＴ1岬箏§'一衛S一史㈹1丘贋きなってい机
 十般にj呼ば適マ'㍗ン撃加重禅費量は海摩繍{少なく
 沖合に1ザて叩犬き一パる鮒カメあるが河口水卵広一.
 賢も洞亨で砂戸…蓼、叩含に進むに従って維泥となって屠り
 過マノ.カシ駿払里消費最も欠き。〈なる。全般的には・水
 質と麻様萢の癌・域カ)・らすると値が萬。い。又この値に比例

 して統化物■灼熱癌量が増減し・て・いることは米之、津川水

 域一と.全㌔一橡である。'.^

 §一要.約・.一'.・
 ・冒頭に述べた如く一今回α).調査.は・予備I的一・な意儀を含めた大

 ・津ψ傾向を知る為のものでめつ把炉・こ一の範囲で去.・える事・

 はI次の毒で亭る。・

 ∠米之津用水鰍州リ1(鋳水ロド流)・カ,他の点1こ比べて

 特粟な水蜂一、.・底.食を示したか一、そ二の下.流めS二.丁仏で籏復、
 して!パるので、間鯉はなさそ・.う・である。一

 止2.濡水の海中へ講流出は名護藩審りのsエ主に傾いて湖口

 止I面には、及ばない様であ肌餅し・、.米之津港沖合.のsで

 /の表面水もや、低かんである為、蔵いはこ・.の方一同にも

 河水は流I出する炉も剰肌ない。
 ・イ弓れにレても圭粟水.点が少'ない干為、流出方向、妻1多睾……筆嬢麗は

 二不=三月一びある。

 汐の干満・大汐、小汐、.で興って来るだろうか・ら、今後
 酵類別に。、採力(.点を増:し一で、採水'する蓼トが必要である。

 ユ仰の水域に比べ一溶存酸率・塩素量は間雫と在る的な
 い醸であるが過マンガン駿加里は全般的に高い億を示す。

}/3一端



水質底質分析表(米之津川)
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 プランクトン調査

 §調養協斬及・研月目一
 =、〆崖j。島・為辺.・!0月・7国

 公悉〃削㈹ギ10月・㍑・貫
 一専歳、・査1.・方法一'叶ぺ1一

 北原鵡壷ネツ'ト辛用い.て・一底部り垂韓集し・直ちに
 '〃0一%ホル7ノ、ン液で固雇して∴後中.・査宰し走・
 一ブラ'Iシク牛ンめ出規状況は次の一書己.号で奏示した。

 抑ポ鰍多い二一、・㍗二、二:多いOC一寺.多1い
 〇十.少一IいIσ{非一制と少ギ

 ε謂・一査,'億・築

 再O樟島海辺

 ・ソ.冊当、1沈鰯まα・丁舳ク紙わらσ幟1の芦セ.ザ
 が率時二を二示し一次いで魚礁加率の・“ぺ.
 藍讐一は卒身寄りのS)で・あつ牟・
 .8月27竃不知火海調査の結果に比べる・と/7%に減少

 している。全般的にみて、・綴骸睡が5～ク割一を一占めこ・

 C・舳in・di昌bu・一{.白、・・玖蝸趾p阯a・p,Cbpθp・船1

 ・づI・が主竿をな・している。.S岬の養と一しては輝.物栓で砿
 S{∠ユ或は31にR趾gos⑨1θ巫一ia.9P、.Mθ1.◎9i脆

 ・・.がわ多㌧.・㍗㍑に坤ユ・州叫・一・・'・・
 が。㍗多～.勤雛でほ1・一筆除1館のS・で・～‡㍗疋
 や、多.{.魚礁所在地一及びわ'らび身寄りで貢類がや、多い暮p
 一.魚礁所在鞄で砥と粕異してい一あ点は、他の冶圭では種物性

 .が'多いの1と一比べ二動植物の.割合紋5:一5となっている事で
・ある.…

 一ノ.5ラ.



 ○米ノ津川河口
 1m当り沈澱餐は0.06}αイ鋤で痢口のSt-5が最腐とな
 っている。・与一・…ミ{・、・

 嬢高周辺に比べて約5'砂兆少二い'動植物の割合も緯高周辺と
 哀り、河口に近い.拝、勤雌砧め.る割会が大き・・1・舶・
 .烹1手・響・物性・割一となつ七し・一て・I磁物陸は僅かに盈舳hlザa
 ・抄.;1。と・一C山縦砧'd主。賃。岬.・P・.が昆.られる程度である。一
 Sれ一パ・は・・ゆ・脚㌣・・;1帥叫榊い邊・
 講、aθ七・ω・ゴゴ白・p、.・砒iカ1・・℃工・ni&一冒Pカメ他のS毛・に

 比べてや・=多・い事・が注目され恥
 .叉、S七4,5・.では、巻貝、一事枚貝の籍員。がみられる、㌧

 ○採泥:蟻含社製・藤田式採泥錯を用いて・.雛を約ノ0.砕㌧
 曳斌しノて採泥した。

 =・凌・一群雄瓶に瞭舳1率め水一栓を施して棉庁・分れ
 供した。^

 一一ノ6・一



魚礁設置個所

33年度魚礁

32年度魚礁

31年度魚礁



 採水、採泥

汀生物

 プランクトン採捕

点図



 プランクトン調査点

桂島魚礁集辺

米之津川湾口  (I採水点と同位置・別添図参蝋)

 章からの距離
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 米ノ津川及びその河口沿岸,生物調査点

調査月日 34.10.11



 米ノ津川及びその河口沿岸汀生物査定結果

'=ソ・`・…
 ふさも.苫㌦沁めかざ・。ター
かわにな/3iはまがに.
 は叩一種・一ン、、、ク
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採集所見

 §工z

 一ST五

案所見

'sユ1ユ・

 一ST仏

 s宏5

Sエ61・

lST7・

 メダカ、コイ、フナ、ハて、、タニシ識見、生物比

 較的多し水垢沈積、藻類少し・.浮薄物名し

 ハゼの一種のみ数尾散見、流れ殆九となし、漢体

し

 メダカ、.ハゼのブ橦・水.ノリ附着・水質清澄
 ハゼ・の一種、ウナギ塚、エビの仔、ミ・ナ免当ら一ず

 砂利採卒.の為・生物は噛り見られず・カキの抜け
穀散見

 ミナ、ヤドカリ(非常に多し)カニ、ハゼ類生物一一

 比較的多し

 カキ・、.・・フジツボ、ウミ1.ニナしカ三等、藻の附着は..

 環、られず、(カキ附瀞夢し)

 一ノノー



 ハタマナギの生育調査

 §甑がき^

 ハナ†ナギは紅姦類フジマツモ科に属する長さ5徽内外の
 暗紅色の柔軟な海藻である。鹿児島県では薩南沿葦、種予島

 巌久島、奄美大島などにみられるようでこ所に'よつ.て虹ド甲

 モイ・ハナマクリ等と称して吉{から食用或は軍虫剤として利

 用されている。大波大学竹本教授は、マクリ⑳駆虫成分カ

 イニン酸の摘出叱次いで33年ハナヤナ'ギの鮭虫成分の紬出
 にも敏一功し、これをドー・モイI酸、と名布r{〕一た。

 こ(Dドーモイ酸ぱ・その薬一効に抱いてカイニイ酸に擾.ること

 数倍ξい小斯界に湘いて一触光を浴びてllる真?、㌣糺
 当場では{まず該鐘の分布、資源の状況を徹る壱一と柳目的で・

 8月3口}/s自試験船らどり丸を使用して、.櫨予、一屋久、

 三鵠約一等の調壷を寒地レたので・こ小に概要・を滞告します。

 §調遼経過一

 りとり丸は一8月'早口鹿児島散組・港し一?昌平朝種子島西
 之表に入港したが、抗力).ら襲来レた、6号台風に災いされ旭、

 めヲ白まで駿鰭で困之一表港附近、安納、甲種与町増蘭等を調.

 査し、青蔵禅を待って!0越口永良部箏!!目慶久島/
 2箇I硫黄島幻)ら酋之表港を経て、!3日鹿児島に帰港した。

 尚らどり丸での調壷予定から洩れた篤宅島は、田中等が居

 残り調査シ・種一子島東北都及東南郷は後周当場熊毛駐在員;竹
 本技師カ)ら幸量告されたものである。

 ・§調査方法.・.“
 専ら・.生育.している潮間帯岩礁を直接・箱眼鏡によるノゾ

 キ;或は・潜水調査し聴取を鎌他行って資源壷を摘測した與

・“43・



 §調査結果

 、{健子島東海岸・も

 ○覇上地区.8月24章

 .ζ湊〕巾・.バ長…岬純一
 タイドプールの側鐘表面がらJ0,30榔、め所・に

 点在の程度

 沃〔、久森田〕
 市ノ0泌乗さ250㎜の岩膿あσ

 岩盤口)割れ目に点二在

 〔落水〕
 聴取で状況は不詳点在の程度

 .(微崎〕・宜.上一

 ○汝納地区.8月3尚
 〔荏、之表飛行場紛近〕

 巾30～5'0ψ舞さ5σ0'・伽の審礁地帯・

 .着盤1の割糺乱凹所・メイードプル・(鋼下1
 '・6物刈・肌!に牛胃・干燥・一0㈹離一

 〔庄司浦〕
 飛行場カ)ら霜に一∠5㎞の場所内Z-0'δ肌㌻

 300冊}長さ!000㍗の岩礁現坤調査で
 'さアェ;カ)つたが可成。り・生育している模様

 ○中種予町増田～犬城亭月I享デ
 5「ソ虹エの岩勅数ケ所あり岩盤上科びタイ.
 ドプールに相当の生育がみ一られ5醇ノ/㎡と密接}たヶ
 所もある。資源量λ00-0～!.2'00卵j

 ○南種子町 8月25画

…ユ4・



 ζザーギ!]バ・肌長さ・}1冊の岩礁地帯・
 タイドブ…一・表帥㌣州徽に写生
 資・揮量ン0碑

 〔∵㌧二㌻㎡岩戸1の㍗目∴タイド
 〔大崎〕鰍調壷にまるも不案

 1ざ・ll∴∵∵叶一
 皿1、.橦予・島」西・海紅.・.耳・月5。～冷'.

 〔西之表術花墨崎j

 M一長1・・0㍗あ永威去虞・岩㍗・
 靴目寺叩在.∴.

 ご西之表港附近j

 ㍗∵亨みられず
 薮'、慶一久島

 練ζ㍗論壷してい戸似で今㍗干11綱㌣一
 〇一湊1地区.∴

 矢筈鰭から恵戸芋にいたる岩礁1こ可成り.生育

 ○西北一部

 I永ト吉田戸㍗は†1が子育は㌃ら…㍗'
 ○蘭・租.笛一
 場泊～築尾1点在1
 尾ノ間～平内・蛤となし

 ○東南都

 .一・・一毛卓。F



 霊屋㍗原点在

 ○東部

 宮之浦～小瀬霞～締4ザ..点一.在
 資源量.昨年度の琴取集慈から推定←た

 安j墓地区ノ.ユ0瑠、

 、千、湊.!ユ0'…
 ト3」0・0旦専一

 小瀬田皇α1
・,.1.

 その飽、羊0.ノ

 町、口永良.都島

 島の電働'は断がい多{生育適遡は狂い水溝の対岸調査で

 は発華中来ず(]湊の平碩雫調査では着手みられず・あっ
 ても点在011程度).

 IV一、蹴養鶏

 全駄わたり鯛は竿ど出長㍗富α)対轟竿㍗丸石
 多く、ハナヤナギ発見できず

 本島及ぴ口永良部島1まプノ・リ、テングサ等の生育は茸)るが

 ハナヤナギに?いては全{知られてい率い。

 二転、鳥毛島・'一.8月ノ・年日1・・

 前回南中等が識査した暗は点在の程度であう肥が、今1ヨ

 は全治葦の碧礁都1こ可成り.の蕃生がみら.螂た'出

 資鋳ミ妾重二よ50置妻と才竈定

 §強取調査事項一

 〇ハ・才ヤナギの呼蔵
 はなまくり(安納、増田).ことまくり、1I平山まkり、

 わあれみじもい(橦子島、屋久拳、どIうもい.(大島)

 ○利用状況

 →ノ6・一F



 明治晴代幻)ら食用(.スショウユ又は藩で涜ってそのま、)

 や醒座薬として利周一(増田)、数年鉦ブ戸ら鱈壷薬として利

 用・食用には可成り以.即)ら(安鈍)バ展久卵卵・械
 発見する甑(繭、一ノ!牢。)は全く関心な{利用竿秤なかっ
 たが最近食用、駆真薬として用いている。

 ○着生場所

 鯛の餓・十島所でな叩ば㌧.牟蝉ダあって紅ミ率し一

 他の海藻よ1二姦舳ミ瀞鰭生勿11つよ.1二が一.・雫化の
 一ときはやはり流失するので或る程度俸琵レた.ら、台風専ヴ)I

 .甑には採率すべさである回ζ平踵)'.二

 〇伯の生物甲様生育1こ司I成場(♀年差がみられる。.
 ○生法吏に一)いて一=

 4月頃炉ら穿が出始めム、毫墳か・ら急速1こ繁茂弾髪す名ポ

 ノ0触薬竿焔'㌧舳始㌧1!二.岬こは叩聯失す飢
 牢の午月頃薪しザ芽をだす。(一幸田、・麦納漁協)

 §生育地1こりじ、・ての調一査結集と考・察

 ○鰯簡帯の岩.礁(特にサンゴ礁)タイドプI一ルになる所に多

 {岩盤の割れ目凹けによ{生育している。

 ○干潮で干上る礁上1こは生育・自ず水面下丘る掬,から∠き筋の

 牽琶轟訂にある口

 ○水成岩への着生は非・需に少なく夷.石には全く発見出来なか

 った。

 ○欝生.は群生であり蒜渡の直一接当.たる所・には少ない目

一2?一



 ○凹みによは茸しているむ.そ/欝の全=部独駁するこ棚
 難炉しい。

 ○港湾の附近で、汚水や淡水が強{影響する所には見当○む
 カ)った。・

 以上のことから・ハナヤナ平はアマノリ鯛様強い北越○亭
 要とし↓水温の変化には可成りの適応準があると恩ゆ犯る●

 雛や戸水.を好まヂ常に外帯即鮒な所に繁鮒～
 火成岩や.丸石に殆んど着生ぜずサンゴ範などのタイぶプー9機ζ.;、
 その岩蟹の凹みによ{みられることは・胞子が着生し越冬傘晦
 するにはこ余程の安定桂が必要なためだろう一・

 タイドプLルによく生。育レて.いるので増殖面で期待が盲て6己
 (例えば麓鋼)種予島、屋久島、Iともに東海津に多いこと.●'○

 .平電氏の云う、朝陽の直射が生育の条梓とは関逢が深いと恩幻
 Iされるが、今後の硯究課題である。

 調壷員.・毅鰯・九万田一已
 ・永訣.

 故補小松一.光男。
技鮒宮元.武徳'本試熊毛魅在
 嘱託田中剛・鹿大

 ・Jκ一一



屋久島

種子島



黒島

竹島

口永良都

増田





奄美短信.

 §これから冬型の一気圧酎蕾となり、船足が欠けることが多

 くなる。蓮達郵軍.も'「速達Jの効果もなく又旅行者にとっ

 てはこの上ない不便をもたらし・戦前を上翅る船尾といわ

 れながらこれが・奄.美の現状である。

 §かつ泡釣醇業も終漁した一水揚は師年よりよ煙る漁船も
 あるそうだが、薬品の取引値は簸近の化学講味料の進出の

 ためカ)亨晶蟹が劣るたゆ均)?或は資金調達のため売急ぐた

めか?

 原価劉っての取引値だそうで経済界は好転していると一は

 いう.もの、他産業に比べ隔世の嬢がする。

 §近代生活の申に三種㊧神器というものがある。ことを知

 ったテレビ、電気冷蔵庫、電気洗たく機をい.うとされて
 ・いる。

 漆士の家庭では生活必需晶となつて、文化生活を送ってい

 ると承っているが、電力箏惰が好転したとはいうもの・住

 民所・得α)低い離島に於ては敢て言を侯つまでもなカ)ろう

 復興事業も第二I段階へ座薬復興と変った.。

 どうして産業をもり立て}行けるであろうか茅

 親ゆづ.りの農業、親ゆづりの滅糞、親ゆづりの経営では

 もう菊そ(はなカ)ろ.うカ)?

 考える農業、考える漁業、近代的な経営へ一画一も阜{立直

 ることが、.前提であると思う。

 かくすることによって産業が盛り上り又自力)ら所.得も上昇

 して前言した三種の.神器とならずとも遠から・号しで倉え得

一3!一



 る=鉄カミ.窒茎み蕪ξぎご'ともなカ)ろう。

 夢でもよい・近代文化に遅れぬ心の復讐こそ肝要ならとで
 壬まなカ)ろうカ}o

 班・下記

 一…㌣一△一一

各部日記

 ○漁業部日記

 、一//一月Iデ/旨

 /ノ著/ノ日

7一/月12日

 東1海幸辱洋覇二洲.より照南丸帰る。.

 サバ.襟譲放流其00q・尾案繭

 一八代海卒貨蝉査・α)定めちどり丸出碗
!4噴油舜

 縄箆丸購一方一望ぐわ漁薬鼓一験のため出醜

 台萬4o・讐、4!音(ひた.め奄美大島へ待

 避甲てあつ烏がJ.0畠購ドの途につ{

 ら'どり丸盾.些簸蕪モ沸。業・試1;鍵の肥ね庄硯

 ○製造部日記ノ'0月一3/一富条ア/月/.2日・

 ヵ)らすみ'製造'(.県漁達)1

 //・月4白～!/月6賞

 、一・一∵∴パ.=紬交甑・沽み㌣指㍗た干コシ†

 島へ
 …フン角:年目橿蘭本試I.兼本抜鰯、うしね煮其の舵に・

 一'.'Fダ.ついて技窮打合せむため来場;・山川{就

 酵へ現地調査

 ・32一一.



 ～一ノ月・名トハ末.ポ'舳宇遣試験
 !/月よノ白～!/月/6筒

 倉石部長㌔萬鞍糸済筆内利点都会出席のI
 ・'た珍和歌.山県藺辺市へ

 !〃月〃'・目・。.・三二商会、月煮試験打合せのため来訪

 1!児41日鹿児島湾漁業振興協会製品(み9ん干,

 販売停制についで県漁違と打合せ。'I

養殖部日記

 ユ0.息。3..0。、目=ぺ.虐…』談畠ポ南ζρ清映場≡=濁トイ立課乱二査、.

 !.ノ月5甘米ノ津カ)らノリひび響着

 ノノ月・"舳、米ノ・津ノリ場雛'員交・穴
 λ・・々貫一・屯、臥、・左ひ肩一..

 35年度事業計画の検討

 ノノ・月〃・3蛯}!5目

 I真沸酪狼加工準備

 4.〃意ユ、4臥、妙畝底、・.・

 犀.年度末;一λ僧.¢.払糧弔枕不成償に1つ、い

 て検詠'

 !ノ・月14。.4臥。↓5場・….翼硫・纂弦抑工

 O、調.査部日記

 !1月!駐～・〃0目…・

 出水雄允・鋼微熱査・(分析)

 !!.月ノ!目}ノ¢・.目

八代海蜘境調.奪
 'ン!見〃.噴～2〃目㌧

 ・出水のり着生調査指導

 一33i一・



//月!4目32年度事業報告琴配布
 !1月ユ0目・㍗3α自・{

 33勾玉』≡…1…=事糞壁一幸良晋王票『蕎手窪こう1

 !/月J5B～30日

 さ㌢なみ上染

分場日記

 /・o月/3目慶大学粥調査団来場・

 /0月ノ卒冒一員竃'南メ五ノ、濃…

 /0月/ヲ百貞黄費膏玄L出講…

 ノ0・月40調甑出県出納琵・一行来場

 ノ。.葛.占6臼～3ノ自

 ハナ.アナ・ギ・分布調・査ζ笠莉・・!蚕灘)
 /0月I4d一目一

 ノ。月ユラ昌.名瀬小学校六年生'当1嘉覧・…二・.

 /0号。3σ借・。一∴鶴.重県人嬰課こ長編佐外二名.i1二1場
 !o月3ノ嘗照電丸入港.、な』出婁h

 /0月ノ0目～//月/0ポ1
 カ)・つ紬節施工試験(麺装、

 かび付)

 //月名冒マベ種,貝ヲ欄 1一

 ノ/.j……8日・.〃Jノ・個・、弄多Iす

'
2

 山.ま雄一



編集後記

 ○バイカル溺簿の高圧帯も遠慮気味で・暖冬になgそうな気
 配。サラリー獲には吉、のり族には一凶。、

 天のなす榮にさえ害菌常ない美と二下人のなす営みの
 末に全っては∴吉はミ雌ふ鷹率ぐあ㍗

 ○睦に座薬翼って、沿海に魚影還ざかO、観光バス殺到して

 鎖谷に俗塵舞い上るめ類。

 ○パ、代海沿岸に諸種の森水問題が、鐘を接して起る。

 ?3ξまギ紀る時代.しこ'撞・千吉の泰平を破るか・

 '○這萌な島海(延うし・杓に生い立って一、不死回印嚢効を瀕:掲
 司すという毒草㍗㍗ギ

 ;叫エ、・巖久の岸辺1110・そや州ピ=…雫嘩ぢ・㍍
 翻の・芦、ピ、・まいなきこ一老嚇締蹄…粍㌧

 ()罰旺建…≡こ戸、ら戸しとう一。

 うし泡亭5'・≒号を送る。

山35一


